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伊香立中学校

令和７年度　我が校の学ぶ力向上策

【市町　目標】
○一人ひとりが輝き、ともに未来を創る大津の教育を実践する

【学校　目標】

○生徒一人ひとりが主体的に学び、高め合い、思いやり、生き生きと活動する教育実践を行う

【現状と課題】
○視点１
（１）基礎的な学習基盤が弱く、学習内容を十分に理解することができないため、自ら学ぼうとする姿勢を育成する必要が
ある。
（２）ICT端末を活用したプレゼンテーションなど、自分の考えを言葉で表現し、「伝える力」の育成が必要である。
○視点２　学校行事や生徒会活動における縦割り集団での学習活動により、人間関係の育成に向けた全校体制での取
り組みを推進する必要がある。
○視点３　個別の支援が必要な生徒や多人数の中での人間関係の構築が苦手な生徒が多いため、異年齢集団や地域

取組事項および評価指標

　※評価：【達成状況　90％以上→Ａ 　70％以上90％未満→Ｂ　 70％未満→Ｃ 　　時期→１回目：９月　　２回目：２月】
※達成状況の割合(％)は、目標数値に対しての達成状況の割合です。

【視点１】子どもたちが主体の授業づくり

取組事項 評価指標

①生徒が学びを実感できる授業
づくり
②「伝える力」の育成につながる
ICT機器の活用

①学校評価の「授業では、先生からの課題やグループで立てた課題の解決に向け
て、自ら考え自分から取り組んでいた」の数値目標「よくあてはまる」を５０％にする。

②学校評価の「話し合う活動やICTの活用を通して、自分考えを深めたり、広げたり
することができる」「友達の前で自分の考えや意見を発表できるようになったか」をと
もに数値目標「よくあてはまる」を５０％にする。

【視点２】学びを支え合う集団づくり

取組事項 評価指標

①学校行事や生徒会活動さらに
全校道徳などにおいて、縦割り集
団での生徒主体の学習活動を推
進する。

①学校評価「学校の行事や授業で、縦割り集団での活動を積極的に取り
組んでいますか。」の数値目標「よくあてはまる」を５０％にする。

【視点３】協働して取り組む学校づくり

・4月の職員会議で校長が教育目標や学校経営等について伝える。
・第１回研究推進委員会で本年度の取組事項に関する具体的な内容について協議する。
・第２回研究推進委員会で前期の取組事項について具体的な内容について協議する。取組事項は学校だよりとホーム
ページで保護者　や地域に発信する。
・全員で取り組む具体的な内容について共通理解し、視点１については情報化リーダーと研究主任、視点２については特
活主任と生徒指導主事、視点３については小中連携担当と学校夢プロジェクト担当が中心となって、組織的に実践につ
なげる。
・定例職員会議で取組の状況等を共有し、校内研究の９月の中間報告や１１月下旬の学校評価における数値や意見等
をもとに、改善策について（校内研究部、特別活動部、教育支援部会等）でまとめ、１月の職員会議で共有し、３学期から
の取組につなげる。

今年度の取組の成果と課題

①「学校夢プロジェクト」での保幼
小中合同イベントを実施する。
➁地域の行事への参加を通じて、
家庭や地域との協働の充実を図
る。

①学校評価の「今住んでいる地域の行事に参加していますか」「地域社会
のボランティア活動に参加したことがありますか」の数値目標「よくあてはま
る」を５０％にする。


